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2025年 7月のトピックス            2025.7.9アスマン 

 

◆トランプ氏、日本に 25%通告 関税交渉期限 8月 1日に延長 
トランプ関税 2025年 7月 8日 

  

 

 

 

・2024年の日本の輸出額は 107兆 879億円。うち米国向けは 21兆 2947億円で全体の約 2割 

・航空機部品などは計 3079億円のうち 76.5%が米国向け 

IHIは米ゼネラル・エレクトリック（GE）や米プラット・アンド・ホイットニー（P&W）製の民間航空機エンジン

の部品などをつくっている。 

・建設・鉱山用機械も輸出額の対米比率が 5割を超える。コマツは北米の売上高が 3割を占める。 

・工作機械など金属加工機械の対米比率は 23.4%だった。 
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◆メキシコ自動車輸出、2カ月連続マイナス トヨタや日産は堅調  

2025 年 6月 10日 3:47 

5 月は米ゼネラル・モーターズ（GM）が 18%減、独フォルクスワーゲン（VW）が 32%減、マツダが 63%減と大

きく輸出を絞り込んだ一方、米フォード・モーターは 7%増、日産自動車は 14%増、トヨタ自動車も 30%増と輸

出を拡大させた。前年と比較できる 12社のうち 6社が輸出を増やし、6社が減らした。 

 

 

◆日本製鉄の US スチール買収承認、トランプ政権「鉄の復活」重視  

– 25.5.24 日本経済新聞 

  

・鉄鋼は永遠に「MADE IN AMERICA」になる。トランプ米大統領 SNSで強調。 

・日本製鉄の資金を使って US スチールを再建することを決めた背景には、巨額投資の規模だけでなく、

国内産業と安全保障をリンクさせるトランプ政権の方針がある。 

 

・「米国内で生産できる砲弾数は必要数の 3分の 1に過ぎない」。製造業を保護することが防衛力に直結

する。・鉄鋼を大量に用いる造船分野での中国の台頭も、政権の優先課題。中国人民解放軍は既に、

米海軍より多くの艦船を保有している。 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN241KM0U5A520C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN241KM0U5A520C2000000/
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◆米大型減税法案「１つの大きく美しい法案（OBBB）」成立  

2025年 7月 5日  

      

 

・トランプ米大統領はホワイトハウスで４日（米独立記念日）開いた式典で、自身の看板政策である大型

減税・歳出法案に署名し、同法は成立した。 

  

 

・同法案の柱となるのはトランプ政権 1期目に導入した大型減税の恒久化。2025年末に失効すれば大幅

増税になり、米経済に大打撃となるだけに、この措置自体は既定路線だった。 

 

 エネルギー政策をバイデン前政権時代の再生可能エネルギー主導から、化石燃料回帰に変更 

→ 電気自動車（EV）の税額控除の終了は 9月末に前倒し。 

→ 太陽光発電などへの支援策も段階的に撤回。 

→ 天然ガスなど促進 

 

 投資促進税制（2029年まで投資年度に全額減価償却可能） 

→ 米国内で工場を建設する半導体メーカーなどへの税額控除の拡大措置を盛り込んだ。 

   

 メディケイドと呼ばれる低所得層向けの公的医療保険は受給者に就労義務（月 80 時間の就労又は

ボランティア活動）を課すなどの制限付き。10年間で 1兆ドル程度の削減となる。 

 

 Harano Times Official Channel の最新動画｜YouTube 

 トランプ大統領の目指しているもの 

→ 仕事をする力があるのに食料支援や補助金に依存する人ではなく、自分の力で働く人 

   → 建設力、製造力、開発する頭脳、強い軍事力を持つ国家 

https://yutura.net/channel/41896/latest/
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◆米ドル上期 10%安、プラザ合意後並み下落率 

犯人は 「為替ヘッジ」 2025年 7月 1日  

・米国株が最高値を更新し、米国債が買い戻されるなかでもドルは下値を切り下げている。 

背景にあるのがデリバティブ（金融派生商品）などで為替リスクを減らす為替ヘッジを積み増す動きだ。 

・ドル建て資産で運用していると、ドル安進行時に為替差損が生じるため、差損を防ぐヘッジ（主に為替先

物予約）が使われている。朝日生命のヘッジ比率は 24 年度 5 割程度まで引き下げていたが、25 年度は

ピーク時で 8割程度まで引き上げた。 

     
上期のみだと 71年のニクソン・ショック後のドル安局面にあたる 73年以来。 

 

◆米ドル「隠れ債務」が 1.4京円、BISが警鐘 金融危機の火種に   

2025.7.2 

・国際決済銀行（BIS）が膨らみ過ぎた米ドルの「隠れ債務」に警鐘を鳴らしている。金融派生商品を使ったドル調達

法の一つで、銀行だけでなく保険会社や投資ファンドに広がっている。2024年末時点で世界で 98兆ドル（約 1.4京

円）に及び、ショック時に流動性危機が広がりかねない。 

・三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（FG）と三井住友 FG、みずほ FG の 3 メガバンクはいずれも 2025 年 3 月末時

点で外貨貸出金を外貨預金で賄いきれていない。安定調達の目安である預貸率はそれぞれ 109%、131%、127%と

いずれもオーバーローン状態だ。 

・不足分は社債の発行などで調達している。調達額は 25 年 3 月末時点で、三菱 UFJFG は 820 億ドル、三井住友

FGは 1460億ドル、みずほ FGは 937億ドルにのぼる。  

   

 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB135UZ0T10C25A2000000/
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 フェンタニル（人口麻薬）密輸疑惑 トランプ大統領が指摘 

①米国へのフェンタニル密輸、日本経由か 中国組織が名古屋に拠点 -日経 2025.6.25 

②“史上最悪の麻薬“フェンタニル 「ゾンビ・タウン」全米に広がる 年間７万人以上死亡 

③薬物密輸事件の書類紛失 財務省職員、個人情報記載 - 日経 2025.2.10 

 

 
笹原チャンネル 

   

     毎日新聞 2024.10.15                

 TBSニュース   

 

 

◆ビル・ゲイツ氏、資産の 99％、３０兆円を寄付すると発表  
BBCニュース 2025.5.9 

・発表によると、約 2 千億ドルの資金は今後 20 年にわたって病気や栄養不足などで亡くなる母子の減

少、致命的な感染症の予防▽貧困の解消――などのために使う。 

 

 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN090A00Z00C25A5000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE10BGF0Q5A210C2000000/?msockid=1c12d2abb55f60c83a9fc162b423613c
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◆テスラ社 人型ロボット「オプティマス」で製造物流革命  

① Watch Tesla's humanoid robot pull some snappy dance moves |   

By Trevor Mogg Published May 13, 2025 

動画  

 

② ヒト型ロボ"Optimus"のテスラギガファクトリー内行動とGeminiによるロボット工学的解

析：AI / ADAS業界日報 by 今泉大輔：オルタナティブ・ブログ 2025/06/04 

動画  

③Tesla Optimus：テスラのヒューマノイドロボット「Optimus」が変える未来｜ 

GetGadgetGot 2025年 6月 24 日 00:25 

 

（１）生産と展開：準備万端 

フリーモント工場にパイロット生産ラインが設置され、2025年末までに数千台を生産し、テスラ工場に

配備する計画です。2029年または 2030年までに 100万台を目指します。新たなサプライチェーンの

構築や中国からのレアアース磁石への依存が課題ですが、この生産計画はロボット革命の第一歩と

言えるでしょう。 

（２）将来の展望：無限の彼方へ 

2026年に SpaceXのスターリップでオプティマスを火星に送り、人類のミッションの可能性をテストする

計画です。 

（３）影響と応用：世界を変える 

製造業では、反復的または危険な作業を行い、効率を向上。医療では患者のケアやリハビリテーショ

ンを支援。家庭では家事や高齢者・障害者の介護を支援。 

 

https://www.digitaltrends.com/computing/watch-teslas-humanoid-robot-pulling-some-nifty-dance-moves/
https://www.digitaltrends.com/users/trevor_mogg/
https://blogs.itmedia.co.jp/serial/2025/06/optimus.html
https://blogs.itmedia.co.jp/serial/2025/06/optimus.html
https://note.com/getgadgetgot/n/n5ab5cbd28258#5e626166-228d-4a26-b02b-52639e38b588
https://note.com/getgadgetgot
https://www.digitaltrends.com/computing/watch-teslas-humanoid-robot-pulling-some-nifty-dance-moves/
https://blogs.itmedia.co.jp/serial/2025/06/optimus.html
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◆トランプ大統領から石破首相への書簡 2025.7.8 1：18AM   

 

  
 

 

 

 

 

日本の石破茂首相閣下 

 

親愛なる首相 

 

この書簡をお送りできることは、両国の貿易関係の強さとコミットメントと、あなたの偉大な国との貿易赤字が大

きいにもかかわらず米国が日本と協力を続けることに合意している事実を示すものであり、私にとって大変光栄な

ことです。 

 

それにもかかわらず、私たちはあなたと一緒に前に進むことを決めましたが、それはより均衡の取れた公正な貿易

があってこそです。したがって世界最大の市場である米国の並外れた経済に参加するよう招待します。 

 

我々は、日本との貿易関係について何年にもわたって議論してきました。日本の関税政策、非関税政策、貿易障壁

が生み出す長期的な貿易赤字から抜け出さなければならないという結論に達しました。 

 

不幸なことに私たちの関係は相互主義とはほど遠いものでした。2025年 8月 1日から、米国に輸出されるすべての

日本製品にわずか 25%の関税を課します。これはすべての分野別関税とは別です。 

 

高関税を回避するために積み替えられた商品は、高関税がかかります。25%という数字は、あなたの国との貿易赤

字の不均衡を解消するために必要な数字よりもはるかに少ないことを理解してください。 

 

ご存じの通り、日本や日本企業が米国内で生産することを決めた場合、関税はありません。実際、私たちは速やか

にプロフェッショナルに定期的に、言い換えれば数週間で承認を得るために可能なことをすべてやります。 

 

あなたが何らかの理由で関税を引き上げると決めた場合、関税を引き上げることを選んだ数字が何であれ、我々は

25%にさらに上乗せします。 

 

これらの関税は、米国の持続不可能な貿易赤字を引き起こしている長年の日本の関税政策、非関税政策、貿易障壁

を正すために必要であることを理解してください。この赤字はわが国の経済、そして実際、国家安全保障に対する

大きな脅威です！ 

 

今後も何年にもわたって、貿易相手国としてあなたと協力できるのを楽しみにしています。あなたがこれまで閉じ

ていた貿易市場を米国に開放し、関税政策や非関税政策、貿易障壁を撤廃したいのであれば、我々はおそらくこの

書簡の調整を考えるでしょう。 

 

これらの関税は、あなたの国との関係に応じて修正されるか、上がったり下がったりするかもしれません。あなた

は米国に失望することはないでしょう。 

 

この問題に注目していただき、ありがとうございます！ 

ご多幸をお祈りします。 

 

敬具 

ドナルド・J・トランプ米大統領 


